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❶
木
密
地
域
不
燃
化
事
業
の
周

知
徹
底
等
が
必
要
で
は
。
❷
特
定

整
備
路
線
整
備
事
業
で
は
、
都
と

情
報
共
有
を
し
っ
か
り
行
っ
て
は
。

❸
特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
の
ア

耐
震
診
断
未
実
施
の
建
築
物
20
棟

へ
、
早
期
に
耐
震
診
断
を
。
イ
義

務
化
さ
れ
て
い
な
い
耐
震
改
修
等

に
対
す
る
今
後
の
展
開
は
。
❹
老

朽
化
し
て
い
る
消
火
ポ
ン
プ
の
更

新
の
方
針
は
。
❺
子
ど
も
た
ち
へ

今
ま
で
以
上
に
防
災
教
育
を
行
っ

て
は
。
❻
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
は
一

目
で
分
か
る
場
所
へ
の
設
置
の
検

討
を
。
❼
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
、

幅
広
い
視
点
で
事
業
展
開
を
。
❽

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
終
了
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
等

を
都
へ
働
き
か
け
て
は
。
❾
（
仮

称
）
五
反
田
リ
バ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
成
功
さ
せ
舟
運
事
業
の
展
開

を
。
10
町
会
・
自
治
会
の
あ
り
方

等
に
関
し
て
、
条
例
制
定
に
対
す

る
考
え
は
。
11
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
国
が
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
を
推
奨
し
て
い
る
が
ア

活
用
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
適
切
な
発
行
を
期
待
す
る
が
所

見
を
。
イ
幅
広
い
区
内
事
業
所
で

使
用
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
は
。

　

区
長　

❶
戸
別
訪
問
等
に
よ
る

事
業
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。
❷
可

能
な
限
り
の
情
報
共
有
を
求
め
て

い
く
。
❸
ア
イ
改
め
て
耐
震
診
断

を
促
し
、
改
修
等
も
積
極
的
に
働

き
か
け
る
。
❹
更
新
の
目
安
は
20

年
で
、
年
度
当
た
り
13
台
を
目
途

に
更
新
し
て
い
く
。
❺
防
災
教
育

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。
❻
区
施

設
も
含
め
場
所
を
選
定
し
て
い
る
。

　

地
域
振
興
事
業
部
長　

❼
ス
ポ
・

レ
ク
推
進
委
員
会
の
活
動
等
に
力

を
入
れ
る
と
と
も
に
、
実
施
可
能

な
競
技
種
目
な
ど
の
研
究
を
進
め

て
い
く
。
❽
大
井
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

場
は
、
野
球
場
利
用
者
へ
の
影
響

を
極
力
抑
制
し
つ
つ
整
備
し
て
い

く
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
❾
２

０
２
０
年
ま
で
の
オ
ー
プ
ン
を
め

ざ
し
、
都
と
調
整
し
積
極
的
に
事

業
を
進
め
て
い
く
。
10
条
例
化
の

検
討
は
、
町
会
・
自
治
会
活
動
支

援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
お
り
、
町
会
・
自
治
会
の
意
見

等
を
十
分
に
聞
き
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
。
11
ア
イ
引
き
続
き
取

り
扱
い
店
舗
の
拡
大
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
区
商
連
と
も
販
売

時
期
や
方
法
等
に
つ
い
て
具
体
的

な
検
討
と
準
備
を
進
め
て
い
く
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　

❶
災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
、
無
電
柱
化
の
推
進
を
。

❷
災
害
時
協
力
協
定
に
つ
い
て
ア

締
結
団
体
へ
の
研
修
や
訓
練
等
も

必
要
で
は
。
イ
各
種
団
体
と
協
定

を
締
結
し
て
は
。
ウ
災
害
時
の
早

期
復
旧
等
を
図
る
た
め
、
地
元
の

建
設
関
係
団
体
と
協
定
を
締
結
し

て
は
。
❸
都
市
計
画
道
路
整
備
に

　

❶
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
法
制

化
に
反
対
を
。
❷
国
へ
憲
法
９
条

改
悪
に
反
対
の
意
思
を
示
し
て
は
。

　

区
長　

❶
❷
見
解
を
述
べ
る
こ

と
は
控
え
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

「
23
区
で
最
低
の
福
祉
」
の
引
き

上
げ
を
評
価
す
る　

道
路
・
開
発

推
進
を
止
め
、
福
祉
・
暮
ら
し
優

先
に
転
換
を

　

❶
開
発
推
進
等
は
止
め
、
暮
ら

し
等
を
応
援
す
る
政
治
に
転
換
を
。

　

副
区
長　

❶
必
要
な
施
策
を
必

要
と
す
る
時
期
に
進
め
て
い
く
。

４
月
に
一
人
も
保
育
園
待
機
児
を

出
さ
な
い
た
め
の
緊
急
対
策
を

　

❶
認
可
保
育
園
の
第
一
次
不
承

諾
通
知
発
送
数
は
。
❷
待
機
児
童

を
出
さ
な
い
た
め
の
緊
急
対
策
と

し
て
ア
区
有
地
等
の
活
用
を
。
イ

区
立
認
可
保
育
園
増
設
を
。
❸
保

育
料
は
ア
幼
稚
園
と
同
じ
く
第
２

子
以
降
を
無
料
に
。
イ
再
来
年
度

以
降
も
値
上
げ
を
や
め
て
は
。

　

子
ど
も
未
来
事
業
部
長　

❶
１

千
256
人
だ
。
❷
ア
土
地
利
用
は
個

別
に
判
断
し
て
い
く
。
イ
多
様
な

手
法
で
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
❸
ア
考
え
て
い
な
い
。
イ
適

正
な
保
育
料
を
検
討
し
て
い
く
。

「
介
護
崩
壊
」
に
拍
車
か
け
る
介

護
報
酬
削
減
と
保
険
料
の
値
上
げ

中
止　

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
な
ど

安
心
の
介
護
保
険
制
度
を

　

❶
介
護
報
酬
引
き
下
げ
が
介
護

現
場
に
及
ぼ
す
影
響
は
。
❷
特
養

ホ
ー
ム
の
人
材
は
確
保
で
き
る
の

か
。
❸
国
に
ア
介
護
報
酬
の
削
減

撤
回
を
求
め
て
は
。
イ
医
療
・
介

護
総
合
法
の
中
止
を
求
め
て
は
。

❹
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
に
つ
い

て
ア
国
に
保
険
料
率
引
き
下
げ
と

財
源
保
障
を
求
め
て
は
。
イ
区
が

引
き
下
げ
を
。
❺
保
険
料
引
き
下

げ
の
た
め
に
ア
第
六
期
で
基
金
を

取
り
崩
す
額
は
。
イ
更
に
基
金
の

取
り
崩
し
を
。
❻
介
護
報
酬
に
つ

い
て
ア
総
合
事
業
の
事
業
所
単
価

は
４
月
か
ら
幾
ら
下
が
る
の
か
。

イ
今
ま
で
と
同
額
に
す
べ
き
で
は
。

❼
特
養
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
ア
４
か

所
目
の
検
討
状
況
は
。
イ
広
町
二

丁
目
の
区
有
地
に
保
育
園
と
合
築

し
て
建
設
を
。
ウ
増
設
計
画
を
。

　

健
康
福
祉
事
業
部
長　

❶
加
算

の
充
実
も
図
ら
れ
て
お
り
、
特
養

ホ
ー
ム
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
考

え
る
。
❷
介
護
福
祉
専
門
学
校
と

連
携
し
対
応
す
る
。
❸
ア
考
え
は

な
い
。
イ
社
会
保
障
制
度
持
続
の

た
め
必
要
と
考
え
る
。
❹
ア
消
費

税
10
％
が
延
期
さ
れ
た
現
在
、
国

に
財
源
保
障
を
求
め
る
こ
と
は
現

実
的
で
な
い
。
イ
公
費
投
入
は
認

め
ら
れ
て
な
い
。
❺
ア
約
11
億
５

千
万
円
だ
。
イ
こ
れ
以
上
は
考
え

て
い
な
い
。
❻
ア
現
在
算
定
し
て

い
る
。
イ
制
度
上
、
上
限
が
あ
り

同
額
に
で
き
な
い
。
❼
ア
総
合
的

に
判
断
す
る
。
イ
ウ
考
え
は
な
い
。

住
み
続
け
た
い
と
願
う
住
民
を
追

い
出
す
超
高
層
ビ
ル
再
開
発
は
止

め
よ

　

❶
権
利
者
の
う
ち
引
っ
越
し
た

方
は
何
人
か
。
❷
超
高
層
ビ
ル
の

安
全
性
に
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い

る
中
、
建
設
は
一
旦
中
止
を
。

　

都
市
環
境
事
業
部
長　

❶
土
地

所
有
者
等
は
21
名
、
借
家
権
者
は

99
名
だ
。
❷
法
に
よ
り
国
土
交
通

大
臣
の
認
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
安
全
性
は
確
認
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
制
度
改
変
に
当
た
り

政
治
的
介
入
か
ら
教
育
の
自
由
と

自
主
性
を
守
れ

　

❶
教
科
書
採
択
の
方
針
は
大
綱

に
盛
り
込
む
の
か
。
❷
教
育
再
生

首
長
会
議
に
つ
い
て
ア
区
長
は
加

よ
り
生
じ
る
様
々
な
課
題
等
を
解

決
す
る
た
め
、
総
合
的
な
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
は
。
❹
交
通
事
故

が
多
発
す
る
交
差
点
等
で
、
交
通

安
全
の
実
践
教
室
の
開
催
を
。
❺

交
通
事
故
が
多
発
す
る
場
所
に
カ

ラ
ー
舗
装
等
を
取
り
入
れ
て
は
。

❻
補
助
26
号
線
の
開
通
と
補
助
163

号
線
の
拡
幅
に
対
す
る
渋
滞
緩
和

策
は
。
❼
補
助
26
号
線
の
一
部
に

は
住
民
生
活
を
支
え
る
商
店
街
が

あ
り
、
大
型
車
両
の
通
行
禁
止
な

ど
の
車
両
規
制
が
必
要
で
は
。

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　

❶
新
た
な
道
路
を
整
備
す
る
際
、

電
線
類
の
地
中
化
を
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。
❷
ア
事
業
者
向
け
防

災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
啓

発
や
協
力
体
制
の
強
化
等
を
図
る
。

イ
協
定
件
数
を
増
や
し
て
い
く
。

ウ
品
川
建
設
防
災
協
議
会
と
協
力

協
定
を
締
結
し
た
。
❸
都
で
は
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
生
活
再
建
に

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

都
と
連
携
し
支
援
を
し
て
い
く
。

❹
各
小
学
校
で
は
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

地
図
を
作
成
す
る
な
ど
実
践
的
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
❺
交
通

事
故
ゼ
ロ
に
向
け
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
。
❻
右
折
車
線
を
設

け
る
な
ど
の
渋
滞
緩
和
策
を
実
施

す
る
予
定
だ
。
❼
都
や
警
視
庁
と

協
議
を
重
ね
て
検
討
し
て
い
く
。

公
共
工
事
全
般
に
つ
い
て

　

❶
積
算
労
務
単
価
の
見
直
し
に

つ
い
て
早
急
な
対
応
を
。
❷
設
計

労
務
単
価
と
開
き
が
あ
る
建
設
業

従
事
者
の
賃
金
環
境
等
の
改
善
を
。

　

総
務
部
長　

❶
迅
速
か
つ
的
確

に
実
施
し
て
い
く
。
❷
新
労
務
単

価
が
賃
金
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る

よ
う
、
適
正
な
価
格
で
の
契
約
締

結
等
に
努
め
て
い
く
。

平
成
27
年
施
政
方
針
全
般
に
つ
い
て

い
な
が
わ
貴
之　

議
員

（
民
・
改
）

南　　恵子　議員（共産）

テロの蛮行を許さない　テ
ロも紛争も武力では解決し
ない　憲法９条を生かして
こそ

入
し
た
の
か
。
イ
設
立
目
的
等
は
。

　

総
務
部
長　

❶
今
後
検
討
し
て

い
く
。
❷
ア
加
入
し
た
。
イ
首
長

の
連
携
の
場
等
と
す
る
こ
と
だ
。

高
齢
者
も
若
者
も
子
ど
も
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
八
潮
団
地
を

　

❶
高
齢
化
率
の
高
い
八
潮
の
ま

ち
に
つ
い
て
ア
現
状
認
識
は
。
イ

再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
。
ウ

子
育
て
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
等
を
。

エ
子
ど
も
視
点
で
の
公
園
整
備
を
。

オ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
の
た
め
の

財
政
的
支
援
の
検
討
を
。

　

都
市
環
境
事
業
部
長　

❶
ア
イ

ま
ち
が
形
成
さ
れ
て
30
年
経
過
し
、

当
初
計
画
と
そ
ご
が
生
じ
て
お
り
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。
ウ
研
究
し

て
い
く
。
エ
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
っ
た
公
園
と
し
て
整
備

す
る
。
オ
管
理
組
合
に
対
し
、
住

宅
改
善
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
る
。大森貝塚遺跡庭園（大井６丁目21番）


